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マガキの採苗

カキが子供の頃にどんなふうに過ごしているかご存じでしょうか？カキも含めて二枚貝は海中に産み出された卵から生まれます。その後は２週間ほど小さな幼生の状態で海中を泳ぎ、ただよっています。このカキの幼生は植物プランクトンを食べながら成長し、ある程度の大きさ（0.2㎜位）になると岩やロープなどに付着します。この習性を利用して採苗を行います。
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カキの幼生
カキの幼生は、この姿で海の中をただよっています。なんとなくカキの形をしており、もう一人前に殻を持っています。
この写真の幼生の大きなものは0.25㎜位で、付着寸前まで育った大型のものです。 くっつくための足を出して泳ぎながら居心地の良い場所を探しているところです。　
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ホタテ貝の採苗器
さて、これはなんでしょうか。ホタテ貝がなんでカキ養殖場に？と思われましたか。ホタテ貝は北日本の貝で、もちろんここ白石湖では養殖していません。
しかし、ホタテ貝の殻はカキの幼生がくっつくのに丁度良い形をしているので、針金にホタテ貝の殻を通したものを水中につけ採苗します。この殻を「コレクター」や「採苗器」と呼び、これについたカキを育てるのがカキ養殖なのです。
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採苗器の投入
この採苗器を養殖いかだに結んで吊します。一つの筏に数百本吊されています。これだけ大量の採苗器を幼生のいる短期間のうちに吊す必要があります。
このため、カキ業者さんはすごい早さで採苗器を筏に結んで行きます。カキや水質の状況によって 吊す深さを変えなければならないため、きつく結べばいいという訳ではありません。早くしばれてすぐにほどけるように。まさに職人の技ですね。
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水中でカキの付着を待つ採苗器
投入されて水中でカキが付くのを待つ採苗器です。
うまく幼生が付けば、これをもとに養殖は進んでいきます。この夏（平成15年７月）についた種が順調に育つと、出荷できる大きさに育つのは平成16年の10月頃です。長いカキ養殖の始まりです。このように、冬の味覚として知られているカキも、始まりは夏で、いろいろな手間暇をかけて育てられているのです。
